
第１学年○組 道徳科学習指導案 

                                

 

 

１ 主題名 集団生活の充実    内容項目［C よりよい学校生活、集団生活の充実］ 

 

２ ねらい 集団生活を向上させるために自分たちにできることを考える活動を通して、学級や学校の一員とし

ての役割と責任を自覚することの大切さに気付き、協力し合って学校生活を充実させようとする態

度を育てる。 

 

  教材名 「むかで競走」  （出典 「あすを生きる１」 日本文教出版） 

 

３ 主題設定の理由 

⑴ ねらいや指導内容について 

  生徒にとって学級や学校は、生活の大半を過ごす大切な場である。学校は、公的な集団生活である点で私的   

な集団生活の場である家庭とは大きく異なっている。教師と生徒一人一人が学級や学校で自分自身の責任を果

たすことや、教師や学校の人々に支えられたり指導を受けたりしながら、互いの人間関係を深め、協力して生活

することを通して、尊敬や感謝の気持ちが育まれていく。人間は、他の人間と関係を持ち、集団を作り上げ、

様々な集団や社会の一員として生活している。それぞれ目標や立場が異なる集団に所属しながら、共同して日々

の生活を営んでいる。人がそれぞれ集団の一員としてより良く生きていくためには、自分の属する集団の意義

や目指す目的を十分に理解し、自分の役割と責任を果たし集団生活の充実に努めることが大切である。 

指導に当たっては、まず自己中心的な考え方から脱却し、より良い集団を作っていこうとする気持ちを大切に

する必要がある。悪口を言ってしまうことや、その悪口に対して苦笑いしかできないという消極的な立場では

なく、人を傷つけることを憎み、集団生活を壊す言動を断固として否定するほどのたくましい意欲が育つよう

に指導することが大切である。さらに、集団生活の中での悪い行いを無くしていくように努力し、学級や学校の

一員としての役割と責任を自覚し、協力し合って学校生活を充実させようとする態度を育てる。 

⑵ これまでの学習状況及び生徒の実態について 

小学校低学年で「先生を敬愛し、学校の人々に親しんで、学校や学級の生活を楽しくすること。」、中学年で

「先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合って楽しい学級や学校を作ること。」、高学年で「先生や学校の  

人々を敬愛し、みんなで協力し合ってより良い学級や学校を作るとともに、様々な集団の中で、自分の役割を  

自覚して集団生活の充実に努めること。」を学んできている。 

本学級の生徒は、６月に臨時休業を経て、クラスとしての活動が始まり、夏休みを終え、２学期には初めての 

体育祭を迎えた。体育の苦手な生徒もおり、体育祭ではなかなかうまく練習が進まないこともあったが、クラス   

が一丸となって練習し、特に熱心に練習をした長縄では一位を獲得することができた。しかし、その練習の中

で、苦手な生徒に対し、不満を言う生徒の様子も見受けられた。担任が「全てが完璧にできる人はおらず、一人

一人苦手と得意な分野はあるのだから、得意な人が苦手な人を責めるのではなく、フォローしてあげることが

重要である。」ということをくりかえし伝えることで、不満の声はほとんど聞こえなくなった。今後は、自分が

どのような声をかけるべきであったのか、また、特に注意をしなかった周りのクラスメイトはそのことについ

てどうするべきだったのかを考えさせたい。 

⑶ 教材の特質や活用方法について 

  本教材は、体育祭で体育の苦手な一宏がむかで競走をうまくできないというところから始まる。それに対し、 

文句を言う剛をはじめとするクラスメイトたち。しかし、リーダーながらそのような文句を止めることもせず、

苦笑いしかできない拓也。ところが一宏が日曜日に友達と練習しているところを見て、立ち尽くす。最終的に

は、このクラスは準優勝を果たすことができる。リーダーにも関わらず文句に対して注意をしたり、フォローを

したりすることなく流してしまった拓也が、練習する一宏を見てから自分のリーダーとしての役割を自覚し、

少しずつ自分の役割を責任をもって果たしていくようになると共に、良い方向に改善していくクラスの様子を

生徒が学ぶことで、一人一人が自分の役割を自覚し、その役割を責任をもって果たすことの大切さに気付かせ

たい。そのため以下の場面を基に話し合うことにする。 

 



①拓也・剛・一宏の３つの立場が描かれている場面。 

   それぞれの立場で思う心情を考えることで、今回の問題点を知るとともに、本当はどうするべきだったか

を考えることで、リーダーではなくともクラスの一人一人にそれぞれの役割があることに気付かせる。 

②日曜日に練習する３人の姿を見てしばらく動けなかった場面。 

   拓也が３人の姿を見て、自分は途中で諦めてしまい、自分の役割を果たせていなかったことを考えさせ、リ 

ーダーという役割には果たすべき責任があることに気づき、責任をもって役割を果たすことの大切さについ 

て考えさせる。 

  以上の理由から本主題を設定した。 

４ ねらいとする道徳的価値について考えを深める指導の工夫 

⑴ 導入   ・体育祭での体験を振り返らせることで、自分事として考えさせる。 

・写真を利用することで鮮明に体育祭を想起させる。 

⑵ 展開  ・３つの立場に立って考えることで、問題点についてしっかりと考えさせる。 

・自分の考えを書き、またグループで話し合う活動を通して、多様な意見や価値観に気付かせる。 

⑶ 終末  ・説話を通して、今後の目標であるスキー宿泊学習について考えさせ、学習を活かすようにする。 

 

５ 学習指導過程 

段

階 
学習活動(主な発問) 予想される生徒の反応 ・指導上の留意点☆評価の視点 

導

入 

１ 体育祭を振り返る。 

・みんなは体育祭で頑張れましたか。 

 

 

 

 

 

・むかで競走のイラストを提示し、むか

で競走がどのようなものかを伝え

る。 

・本日のテーマが「集団生活の充実」で

あることを知る。 

 

・自分なりにはよく頑張れた。 

・あまり競技に貢献できなかった。 

・種目にはあまり貢献できなかった

が、応援には一生懸命に取り組め

た。 

・仲間割れをしてしまった。 

・体育祭の練習風景や、本番の写

真を見せることで、場面を想

起させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・本日のテーマを提示する。 

展

開 

２ 教材「むかで競走」を聞き、話し合

う。 

 

 ⑴ 一宏に対する厳しい声が上がっ

てきたとき、３人は何を考えてい

たのだろう。また、３人はどうす

ることが良かったのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「拓也の立場」 

・足を引っ張っているのは事実。 

・かばいきれないくらいひどいから

かばえない。 

・かわいそうだけどどうしようもな

い。 

・かばってあげたい。 

→大切なことは協力することだ

と伝えて止める 

「一宏の立場」 

・ショックだし、辛い。 

・運動神経が悪くて申し訳ない。 

→練習しよう  

「剛の立場」 

・自分はできているのに足を引っ張

られて悔しい。 

 

・教材名を黒板に書く。 

 

 

・３人の立場から今回の内容を 

 考えることで、より良い集団

を目指すための今回の内容の

問題点に気付かせる。 

・一宏の「苦笑い」から見て取れ

る、「独りよがりな絶対優勝。」

という姿勢についても考えさ

せる。 

☆３人のそれぞれの立場に立

ち、それぞれの立場としての

思いを考えている。 

          【発言】 

 

 

 

 

 



 ⑵ 日曜日、練習する３人の姿を見

て、その場からしばらく動けなか

った拓也は、どのようなことを考

えていたのだろう。 

 

 

 

 

 

（補助発問） 

・一宏はなぜ、練習したのだろう 

   

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 集団生活を向上させるために自

分たち一人一人ができることは何

だろうか。 【中心発問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自己を見つめる 

これまでのあなたは、所属してい

る集団を高めるために責任をもっ

て役割を果たそうと意識してきま

したか。本日の授業を振り返って

書きましょう。 

・一宏に申し訳ない(自分はリーダ

ーなのにやる気をなくしていた。) 

・一宏の気持ちを知り、自分も頑張

らなくてはいけない。 

 

 

 

 

 

 

・クラスに迷惑をかけないように、

自分の役割に対して、責任をもつ

ため 

・拓也もやる気にはなれなかった。 

・クラスで団結することもできない

し、目標達成に貢献できない一宏

をもっと責めるようになる。 

 

・一人一人が役割を自覚すること。 

・自分の責任を全員がしっかりと果

たすこと。 

・一人一人が努力する。 

・相手のことを考えること。 

・人の気持ちを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体育祭ではやり切れていなかっ

た。 

・委員会や係活動は一生懸命に努力

してきた。 

・あまり、責任感をもったことがな

かったので、今後はもっていきた

い。 

・自分の役割をしっかりと行わ

ずにやる気をなくしてしまう

ことは、責任感がないという

ことに気付かせる。 

・一宏の気持ち、練習に付き合う

２人の気持ちを考えると、自

分がいかにリーダーとして足

りなかったのかに気付かせ

る。 

 

・一宏がなぜ練習したのか、ま

た、前向きに練習しなかった

らどうなっていたのかを考え

ることで、自分の役割に責任

をもつことの大切さに気付か

せる。 

 

 

・クラスの目標が「優勝」から「全

員転ばずにゴール」に変わっ

ていったことについて考えさ

せることでクラスの変化につ

いて考える。 

・自分の役割と真摯に向き合い、

途中で上手くいかないことが

あっても諦めたりせず、最後

までしっかりと行うことの大

切さに気付かせる。 

・より良い学校生活への行動が

できていなかった生徒にも今

後はもっと真剣にやらなくて

はいけないと考えさせるよう

に、問い返しを行っていく。 

・生徒にプリントを配付し、自分

の意見をまとめさせる。また、

その内容を元にグループで話

し合わせ、周りの生徒と意見

を交換させる。 

☆集団生活を向上させるために

一人一人ができることを、多

面的・多角的に考えている。            

【発言】 

・自己を見つめる時間をできる

限り確保する。 

☆自分の関わりで集団生活が向

上するための役割を考えてい

る。           

【ワークシート】 



終

末 

４ 教員の説話を聞く。 

   

 ・余韻をもたせて終わりにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 他の教育活動等との関連 

 

７ 評価 

 ⑴ 評価の視点 

  【物事を多面的・多角的に考えている様子】 

  ・自分の役割に責任も持って果たすことの大切さを様々な立場に立ってできることを考えようとしている。 

  ・集団生活を向上させるために一人一人ができることを様々な視点から捉えようとしている。 

  【道徳的価値についての理解を自分との関りで深めている様子】 

  ・自分の役割と責任を果たし、集団行動の充実に努めるために、自分自身がどうするべきかを考えている。 

 ⑵ 評価の観点 

  【教師の指導方法に関する工夫】 

  ・自分の役割に責任をもって果たすことの大切さを実感できる発問構成であったか。 

  ・話合いを通して、生徒が自分の考えを深めることができたか。 

 

８ 板書計画 

テ
ー
マ
：
集
団
生
活
の
充
実 

教
材
：
む
か
で
競
争 

  

剛
・
拓
也
・
一
宏
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
よ
う 

 
 
 
 
 
 

・
か
ば
い
き
れ
な
い 

 

・
注
意
し
て
あ
げ
る
べ
き 

 
 
 
 
 
 

・
注
意
し
た
い 

 
 
 

・
協
力
す
る
べ
き
だ
と
話
す 

 
 
 

  
 
 
 
 
 

・
悲
し
い 

 
 
 
 
 

・
一
生
懸
命
に
練
習
す
べ
き 

 
 
 
 
 
 

・
申
し
訳
な
い 

  
 
 
 
 
 

・
悔
し
い 

 
 
 
 
 

・
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る 

 
 
 
 
 
 

・
下
手
な
の
が
悪
い 

 

・
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る 

  

日
曜
日
、
そ
の
場
か
ら
し
ば
ら
く
動
け
な
か
っ
た
拓
也
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

・
一
宏
に
申
し
訳
な
い
・
自
分
は
リ
ー
ダ
ー
な
の
に
諦
め
か
け
て
い
た 

・
一
宏
の
気
持
ち
を
知
り
、
自
分
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば 

・
一
宏
は
頑
張
っ
て
い
る
の
に
自
分
は
遊
ん
で
い
て
情
け
な
い 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↓ 

情
け
な
い 

 
 
 
 
 
 

拓
也
も
特
訓
練
習
に
参
加
す
る
よ
う
に 

 

集
団
生
活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
は
何
か 

・
一
人
一
人
が
役
割
を
自
覚
す
る
こ
と 

・
自
分
の
役
割
を
全
員
が
責
任
を
も
っ
て
果
た
す
こ
と 

  

所
属
し
て
い
る
集
団
を
高
め
る
た
め
に
役
割
を
果
た
そ
う
と
意
識
し

て
き
ま
し
た
か 

・
体
育
祭
で
は
や
り
き
れ
な
か
っ
た 

・
あ
ま
り
責
任
を
考
え
て
い
な
か
っ
た 

 

 

事前指導 体育祭の練習や、体育祭を経験する。  

事後指導 生徒の書いたワークシートを抜粋したものと板書を、道徳コーナーに掲示する。 

家庭との連携 道徳通信に授業の様子を載せて発行する。 

特別活動との連携 合唱祭やスキー宿泊学習での活動を通し、本時の内容を活かす。 

責任に気

付いた 

教員自身の苦手な体育での出来事を話し、それに対して、自分がどのよ 

うな努力をしてきたか、周囲との関わりから、傷ついたこと、悲しかった

こと、嬉しかったことを話す。その中で、相手に対してどのような声掛け

をしたり、フォローをしたりすることが重要なのかを考えるきっかけを作

る。そして、スキー宿泊学習では、仲良く助け合いながら頑張ろうという

内容で話す。 



９ 授業の様子 

 
 

 


